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東京都書店商業組合はユーチューブに書店紹介動画やウェブドラマを投稿した（公式チャンネルより）
東京都書店商業組合（東京・千代田）は、映像を通じて書店や本の魅力を伝えている。同組合の加盟店は最盛期の1984年に1426店だったが、2022年4月時点で277店と8割減った。電子メディアを好む若者に訴求しようと、個性豊かな72書店の紹介動画やウェブドラマを制作した。都内で書店閉店が相次ぐ中、書店主らと協力して「街の本屋」にエールを送る。

同組合はユーチューブ公式チャンネル「東京の本屋さん～街に本屋があるということ～」を21年10月に開設した。登録者数は4200人、視聴回数は合計20万回を超えた。東京都中小企業団体中央会の委託事業として、SNS（交流サイト）を活用した業界活性化事業を実施。書店と消費者のつながりを強めることを目指した。

紹介動画では店主らが各書店の歴史を振り返りつつ、本への愛や地域の人たちとどのように交流を続けていきたいかなどを語った。

葛飾区亀有の「栄真堂書店」は昭和レトロな玩具やレコードも扱い、店内にノスタルジックな雰囲気が漂う。東久留米市の「ブックセンター滝山グループ」は農産品直売所・加工所と連携した店作りにより、地域の魅力を発信する場としてきた。杉並区西荻南の「信愛書店en=gawa」は「お客さんと何の本でつながるかに興味がある」といい、入手困難な古書も独自に仕入れている。

同組合の矢幡秀治理事長は「動画を見た人が身近な本屋に関心を持ったり、近所でなくても外出時に気になる本屋に寄ったりして店主と話す機会が増えるとうれしい」と期待する。


映画監督の篠原哲雄氏が制作したドラマ「本を贈る」のワンシーン
映画監督の篠原哲雄氏が制作したドラマ「本を贈る」は、その人に合ったお薦めの1冊を紹介する「本のコンシェルジュ」が登場する。

主人公は書店の一人娘で、出版社に勤める編集者だ。父を亡くして実家の書店が廃業の危機に陥ったところ、「本のコンシェルジュ」を名乗る作家と出会う。他の書店主らと交流しながら家業を立て直していく物語だが、本から生まれるコミュニケーションが印象的だ。

矢幡氏は「ネットは好みのジャンルの本を紹介するが、書店主はそれまで知らなかった本まで薦めてくれる」と話した。

一方で、動画に登場した書店が一部閉店するなど、中小書店の減少は歯止めがかからない。

通販サイトや電子書籍などで本を購入する人が増え、書店の経営環境は一層厳しくなった。同組合の小川頼之常務理事は「お金の向こうには人がいる。本はどこでも同じ金額で手に入るので、どこで買うか考えてみてほしい」と訴えた。

大型書店も次々撤退

大型書店も次々と都内から姿を消している。文教堂赤坂店（東京・港）が17日に27年間の歴史に幕を閉じ、東京メトロ赤坂駅前から書店がなくなった。営業最終日に同店を訪れた近所に住む女性（33）は「赤ちゃんの情報誌をよく買いに来た。心のよりどころがなくなりさみしい」と惜しんだ。


文教堂赤坂店が店頭に掲示したポスター
同店は入居ビル建て替えによる閉店を4月に告知した際、「書店という業態は世の中に街に必要とされなくなっているのだろうか」とSNSに投稿して問題提起した。担当者は「地域の人々の憩いの場、知的な学びとの出合いの場を提供し続けることが地域貢献になると考え、その使命感から問いかけた」と話した。

書店が存続するには経営努力だけでなく、地域住民との関係性が重要だ。人口約2万人の北海道留萌市では書店を呼び戻そうと地元有志らが立ち上がり、2011年に「留萌ブックセンターby三省堂書店」の出店が実現した。

三省堂書店の横内正広常務は「依頼された当初は断る予定だったが、道留萌振興局や地元有志らから『子どもたちの教育や楽しみの場がなくなる』と懇願された。検討を重ねた結果、産官民協働の新しい経営形態となった」と振り返る。

留萌ブックセンターは地域交流の場として定着し、出張販売や市立病院での読み聞かせなどは地元有志らが率先して活動している。横内氏は「地元の人たちに支えられて開店11周年を迎える。感謝しながらこれからも本の価値を提供し続けたい」と述べた。「街の本屋」の魅力を映像で 店主紹介やドラマでエール
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